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要 旨

本研究の目的は水田における再生イネの乾物収量を調査することにより，再生イネの飼料と
しての利用可能性を検討することである。農林技術センター試験水田において食用水稲２品種
を手植え栽培し，成熟期に刈り高処理２処理で刈り取り，再生イネの乾物収量を測定すること
により，栽培条件，刈り高，再生条件の影響について調査した。また，機械移植圃場における
再生イネの乾物収量調査を行った。その結果，再生イネの生育には，一期作の移植・収穫時
期，刈り取り高さおよび収穫後の土壌水分などの圃場条件が大きく影響を与えることが明らか
となった。再生イネの乾物収量は，多くても一期作の２０％と推定されるが，茨城県の全水田面
積で本試験の再生イネの最高収量が得られた場合には，同県の全肉用牛の４２６日分の飼料に相
当すると試算された。これらの結果から，再生イネは飼料としての利用可能性が高い資源であ
ると考えられた。
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緒 言

食の安全および安全保障の両面から食料自給率の向上が我が国の今後の重要課題として論じ
られている。特に畜産物では牛肉の自給率は４３％とされるが，その中で国産飼料を用いて生産
された牛肉は１１％に過ぎない（農林水産省２００８）など，現在の輸入飼料に依存した畜産業では
真の自給率は著しく低く，２００７年の世界的な穀物価格の高騰により生産基盤の脆弱性が鮮明に
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なった。食の安全・安全保障を確保するためには自給率の向上が必要となるが，国土の狭い我
が国では新たな草地や飼料畑の造成は難しいことから，生産調整田での飼料イネの栽培が増加
しつつある（蔦谷２００１）。飼料イネ利用については籾の消化率の低さなどの問題があり（山本
ら２００５，山本ら２００８），籾の破砕や濃厚飼料としての利用などについて様々な利用法が現在検
討されている。一方，食用イネを収穫した後の水田の利用や収穫後の再生イネ（ひこばえ）の
利用については，これまで検討した例は少なく（大西・堀江１９９０，吉田・穂園１９９５），農地利
用の面から従来の水田で食用米を収穫した後に生育する再生イネを飼料化できれば，より有効
に水田を利用できる。減反政策が行われる以前は西日本，特に比較的気温の高い高知県などで
は再生イネは食用として収穫され，再生二期作が行われていた（田所ら１９９９）。一方，関東の
気候条件では再生イネから食用米が収穫できる程の生長は見られなかった。しかし近年，関東
においても再生イネが結実に至るまで生長する例が見られ，１３６gm-２ の玄米収量が報告され
ている（秋田ら１９９７）。また，再生イネを利用した放牧飼育も試みられている（DairyJapan関
東支局だより２００９）。再生イネの旺盛な生長がみられるようになった原因は複数あると思われ
るが，温暖化による収穫期の早期化および水稲収穫期以降（９～１１月）の気温の上昇（図
１） が大きな要因と考えられる。この未利用生物資源である再生イネを飼料として利用する
ことにより，効率的に飼料自給率を向上させることが可能であると考えられる。そこで本研究
では食用イネの収穫後の再生イネの乾物収量を調査することにより，飼料としての再生イネの
利用可能性を検討した。
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図１ つくば市における過去３０年の水稲収穫後３ヶ月（９月，１０月および１１月）の月平均気温
の変化．
（データ：気象庁気象観測情報データベースhttp://www.data.jma.go.jp/obd/stats/etrn/index.php.
つくば気象観測所データ）



材料および方法

イネ（OryzasativaL.）中生品種コシヒカリおよび早生品種あきたこまちを２００８年４月１９日
に株播育苗箱に播種し，５月１６日に５葉苗を栽植密度２２.２株m-２，１株１本植えで農林技術セン
ター試験圃場に手植え移植した。基肥としてN５gm-２，P２O５１２gm-２，K２O１２gm-２施用し，分
げつ盛期にN３gm-２を追肥した。試験区は１区あたり７.５m２の３反復とした。それぞれの収穫
期に刈り高１０cmおよび２０cmで刈り取った。この一期作収穫時に各反復から穂数中庸の３株を
選び，葉身，稈＋葉鞘，穂および基部に分けて８０℃ で４日間通風乾燥後，重量を測定した。
刈取り後５０日以降，再生したイネを各反復からランダムに５個体ずつ地際から収穫して，草
丈，刈り株茎数，再生茎数および葉数を測定してから，刈り株部と再生部に分け，８０℃ で３
日間通風乾燥後，重量を測定した。さらに窒素栄養状態の指標として葉緑素計（SPAD-５０２，
コニカミノルタ）を用いて収穫時に最上位完全展開葉の中心部のSPAD値を測定した。試験区
とは別にコシヒカリ収穫後の機械植え圃場から再生イネをランダムに１０個体ずつ収穫し，試験
圃場と同様に乾物重，草丈，SPAD値，刈り株茎数，再生茎数，葉数を測定した。さらに比較
として試験圃場で同様に手植え移植栽培した早生品種藤坂５号の再生イネについても同様に調
査を行った。再生イネを採取した機械植え圃場の栽培履歴および玄米収量については表１に示
した通りである。

結果および考察

試験圃場における刈り高処理が再生イネの生長に与える影響について表２に示した。草丈は
刈り高１０cm区よりも２０cm区において高くなる傾向が見られた。刈り株茎数に対する再生茎数
の発生率は，有意差はないが１０cm区（あきたこまち：５０.８％，コシヒカリ：５４.７％）よりも
２０cm区において高かった（あきたこまち：６１.２％，コシヒカリ：６８.２％）。しかし，１茎あたり
の新葉展開数は約４枚で，SPAD値にも品種・刈り高による差は見られなかった。
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表１ 再生イネを採取した機械移植圃場の栽培履歴および玄米収量．

備考玄米収量
（gm-２）

栽植密度
（株m-２）

施肥量
（N-P-Kgm-２）収穫日移植日圃場品種

特別栽培１年目１３３２１９.３６.３-３.５-２.５８/２７４/２８３号圃コシヒカリ
特別栽培３年目１４０９２２.０６.３-３.５-２.５８/２７４/２１４号圃コシヒカリ
慣行栽培２３７９２０.１８.０-８.０-５.３９/１７５/１６７号圃コシヒカリ

注１） 肥料 どきどき有機一発 （有機６９％，N-P-K=１２-７-５，コープケミカル）
２） 肥料 ゆうた君一発 （有機３０％，N-P-K=１２-１２-８，コープケミカル）

表２ 刈り高処理が再生イネの生長に及ぼす影響．

再生イネ
刈り高再生

日数

一期作
品種 SPAD３

１茎
葉数

再生茎発
生率２（％）

再生茎数
（本/株）

刈り株茎数
（本/株）

草丈
（cm）

稈長
（cm）収穫日

３０.８４.１５０.８６.１１２.３４１.７１０cm５６７８.５８/２８あきたこまち ３０.０４.１６１.２７.４１３.１４６.４２０cm
３１.８４.０５４.７９.６１８.１４４.９１０cm５２８８.７９/８コシヒカリ ３３.７４.０６８.２１１.１１６.９４６.４２０cm

注１） ３反復の平均値。すべての項目でt－検定により品種内で刈り高間に５％水準で有意差がない。
２） 刈り株茎数に対する再生茎数の割合（％）。
３） 最上位完全展開葉のSPAD値。



一期作の器官別乾物重および刈り高が再生イネの乾物収量に及ぼす影響について表３に示し
た。再生イネの再生茎の乾物収量は，刈り高１０cm区（あきたこまち：６６gm-２，コシヒカリ：
７５gm-２）よりも刈り高２０cm区（あきたこまち：８６gm-２，コシヒカリ：９７gm-２）において高
い傾向が見られた。再生茎の乾物収量が一期作乾物重，刈り株重および再生茎乾物重を合計し
た積算乾物収量に占める割合は，あきたこまち１０cm区で６.２％，２０cm区で８.１％，コシヒカリ
１０cm区で５.６％，２０cm区で７.６％と，１０cm区よりも２０cm区において高い傾向が見られた。これ
らの結果から刈り高が高い方が，即ち刈り株の残存部が多い方が再生イネの生育が良いものと
考えられる。

一方，刈り高１０cmおよび２０cmどちらの区においても，早生品種であるあきたこまちよりも
中生品種であるコシヒカリの方が再生イネの乾物収量が高い傾向が見られた（あきたこまち：
６６～８６gm-２，コシヒカリ：７５～９７gm-２）。早生品種で一期作の収穫が早いあきたこまちの方が
再生イネの生育が良いと予想していたが，逆の結果となった。同様に刈り株茎の乾物収量およ
び積算乾物収量もあきたこまちの方が低い傾向があった。早生品種は栄養生長期間が短く，生
殖生長に移行するのが早いことから，一期作の草丈が低かったことおよび分げつが少なかった
ことなどが影響していると考えられる。
機械植え圃場のコシヒカリおよび試験圃場の藤坂５号における再生イネの生長および乾物収

量を表４に示した。圃場によって再生茎発生率は大きく異なり，乾物収量にも大きな差が見ら
れた。７号圃は再生茎発生率が最も高い（１０７％）にも関わらず，再生茎の乾物収量が最も少
なかった（９９gm-２）。これは再生日数が少ないことが一因であると考えられる。移植日が最も
早い４号圃で再生茎の乾物収量が最も高かったが（２０９gm-２），４号圃と収穫日が同じである３
号圃はやや低め（１１６gm-２），移植・収穫ともに最も遅い７号圃で最も低かった。これらの結
果より刈取り前の生育期間および再生日数が再生イネの乾物収量に影響し，一期作の移植・収
穫時期が早く，再生日数が長い方が再生イネの乾物収量は増加すると考えられる。しかし，一
期作の収穫日が同じである３号圃と４号圃においても大きな差が見られ，その一期作の玄米収
量にも大きな差が見られたことから，再生イネの生長には圃場の地力が大きく影響するのでは
ないかと考えられる。これらの機械植え圃場の結果と比較すると，試験区の再生イネの乾物収
量は全体的に著しく低い（６６.６～９７.７gm-２）。小林ら（２００４）が収穫翌日に湛水すると再生イ
ネの生育が著しく劣ったことを報告していることから，これは試験圃場の一期作収穫直後に４
日連続の降雨があり，その４日間（８月２８～３１日）の積算降水量は２００mm（気象庁つくば気
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表３ 一期作の器官別乾物収量および刈り高が再生イネの乾物収量に及ぼす影響．

積算乾物
収量①＋②
（gm-２）

再生イネ乾物収量
（gm-２）一期作器官別乾物重（gm-２）

刈高品種
合計②再生茎刈り

株茎
地上
部計

収穫部計
①基部穂稈+

葉鞘葉身

１０６７a１０９a６６a４３a１０７４a９５８a１１５a５８３a２５０a１２６a１０cm
あきたこまち

１０６１a１６３a８６a７７b１０８４a８９８a１８６a５８３a２０２a１１２a２０cm
１３４０a１５０a７５a７５a１３３９a１１９０b１４９a６５７a３５２a１８２a１０cm

コシヒカリ
１２７４a２１６b９７a１１９b１２７２a１０５８a２１５b６２１a２６８a１６８a２０cm

注） ３反復の平均値。同一英小文字はt－検定により品種内で刈り高間に５％水準で有意差がないこと
を示す。



象観測所データベース）にも達し刈株が冠水したこと，さらに，隣接試験区の都合により水を
十分に抜くことができなかったことによるものと考えられる。

本調査で得られた再生イネの乾物収量は最大で２０９gm-２であった（４号圃）。機械植え圃場
の一期作の乾物収量は測定していないので，これを試験圃場のコシヒカリ刈り高１０cm区の一
期作収穫部の乾物収量（１１９０gm-２，表３）と比較すると約１８％になる。

イナワラの一般的な消化率は４０～６０％である（永西ら１９９５）。再生イネの消化率を５０％と仮
定し，その消化率をさらに可消化養分総量（TDN）と仮定して，本実験で得られた再生イネ
の乾物収量の最高値（２０９gm-２）を用いて，茨城県での再生イネの潜在的な飼料資源量を試算
した。茨城県の主食用水稲作付面積７７４００ha（２００８年）から再生イネのTDN生産量は８０８８３tと
算出される。このTDN生産量は６００kgの肉用ウシのTDN要求量６.８kg/日（肉用牛飼養標準
２０００年版）から換算すると，茨城県で飼養されている全肉用牛２７９００頭の４２６日分の飼料相当の
バイオマスと推定される。さらに多様な水田条件や秋・冬作物の作付面積を考慮した試算が必
要であると考えられる。
以上の結果から，再生イネの生育には一期作の移植・収穫時期，圃場の地力，刈取り高さお

よび水管理などの栽培条件が大きく影響を与えることが明らかとなった。また，再生イネの乾
物収量は多くても一期作の２０％弱程度であるが，茨城県の全水田分で同県の全肉用牛の最大
４２６日分の飼料となり，潜在的なバイオマスは少なくないことが示された。今後，再生イネの
栽培条件などの検討とともに飼料としての利用を前提とした飼料価値の検討が必要である。
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表４ 機械移植圃場および藤坂５号における再生イネの生長および乾物収量．

乾物収量 （gm-２）
SPAD

１茎
葉数

再生茎発
生率（％）

再生茎数
（本/株）

刈り株茎数
（本/株）

草丈
（cm）

再生
日数圃場品種

合計再生茎刈り株茎
１６０１１６４４３１.５３.９４９.６９.０１８.６５２.６５７３号圃コシヒカリ
２８１２０９７１２９.７３.８７１.７１３.０１８.５５７.２５７４号圃コシヒカリ
１４５９９４６３１.５３.８１０７.３２１.２１９.４４３.４３６７号圃コシヒカリ
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２） 試験圃場において，刈取り高さ試験と同様に手植え栽培。
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Abstract

Theobjectiveofthepresentstudyistoevaluatethepossibilityoftheuseofratoon

riceasfeedforruminantbyinvestigatingthedry-matteryieldofratoonrice.Twovarieties

ofricewerecultivatedintheexperimentalfieldsinAgriculturalandForestryResearch

Center,UniversityofTsukuba.Atharvestplantswerereapedatboththeheightof１０cm
and２０cm abovegroundlevelandmeasuredthedry-weightofabovegroundparts.After

about５０ daysofthefirstharvest,ratooncropwasharvestedandmeasuredthegrowth

characteristicsanddry-weight.Moreover,growthanddry-matteryieldsofratoonricein

conventionalfields were measured.It was demonstrated that growth period,water

managementandcuttingheightaffectedthegrowthofratooncrop.Thedry-matteryieldof

ratooncropaccountedforlessthan２０% ofthefirstcrops.From resultsobtained,ratoon
cropinpaddyfieldhavepotentialitytouseasforage.

Keywords:Drymatteryield,Feed,Ratoonrice
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